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（
一
財
） 

 

高
山
市
体
育
協
会
会
長 

加
藤
明
彦
氏 

ご
逝
去 

 
 
 
 
 
 

 
 

加
藤
明
彦
会
長
を
偲
ぶ 

  

突
然
の
訃
報
で
し
た
。
平
成
二
十
七
年
十
一
月
三
十
日
（
月
）
夕
方
、
直
腸
が
ん
の
た
め
高
山
赤

十
字
病
院
に
て
息
を
引
き
取
ら
れ
ま
し
た
。
享
年
七
十
二
歳
で
し
た
。
長
年
、
高
山
市
体
育
協
会
役

員
と
し
て
手
腕
を
発
揮
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
功
績
を
残
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

特
に
最
近
は
、
サ
ッ
カ
ー
専
用
競
技
場
の
新
設
に
向
け
、
市
と
の
懇
談
、
関
係
団
体
と
の
交
渉
な

ど
、
実
現
に
向
け
精
力
的
に
活
動
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
道
半
ば
で
の
ご
逝
去
に
は
さ
ぞ

か
し
無
念
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
は
、
会
長
の
遺
志
を
し
っ
か
り
引
き
継
ぐ
こ
と
が
恩
に
報
い

る
こ
と
で
あ
り
使
命
で
あ
る
こ
と
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

心
か
ら
の
感
謝
と
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

故 

加
藤
明
彦
氏
の
役
員
経
歴 

 
 

 
 

昭
和
五
十
八
年
～
昭
和
六
十
一
年 

 
 

 
 

高
山
市
体
育
協
会 

常
任
理
事 

昭
和
六
十
二
年
～
昭
和
六
十
三
年 

 
 
 

高
山
市
体
育
協
会 

監
事 

平
成
元
年 

 

～
平
成
四
年 

 
 
 
 
 

高
山
市
体
育
協
会 

副
理
事
長 

平
成
五
年 

 

～
平
成
八
年 

 
 

（
財
）
高
山
市
体
育
協
会 

副
理
事
長 

平
成
九
年 

 

～
平
成
二
十
年 

 

（
財
）
高
山
市
体
育
協
会 

理
事
長 

平
成
二
十
一
年
～
平
成
二
十
四
年 

（
財
）
高
山
市
体
育
協
会 

副
会
長 

平
成
二
十
五
年
～
平
成
二
十
七
年
（
一
財
）
高
山
市
体
育
協
会 

会
長 

（
十
一
月
三
十
日
ま
で
） 

 
 

 

                                     

高山市ソフトボール協会 
記録長 鷲見 長衛 

 
高山市ソフトボール連盟として、一般男子は昭和 36

年から、女子は昭和 39 年から、壮年男子は昭和 40 年

から、実年男子が平成２年から大会を主催し、優勝チー

ムを県大会へ送り出してきました。平成 10 年には大八

グラウンド・市営中山中グラウンド・清見村Ｂ＆Ｇグラ

ウンドで３週にわたって（日曜日 3 回）岐阜県秋

季Ｃ級選手権大会を県下 18 チームを集めて運営

しました。 

 当時は県へ登録していた記録員が 19 名（県全

体では311名）。記録員の踏込久男さん、副記録

長の村山達之さん（次の記録長）には一から指導

していただき、たいへんお世話になりました。有

難うございました。 

 現在のソフトボール協会は、県登録チームゼロ

という残念な状態です。ソフトボール人口につい

て、団塊の世代（68歳を中心にした）の競技者が

減り、その子供の世代は多様化した競技に分散化

し、年々チーム数が減っています。元気な女子チ

ームがありますが、年代が分かれて継続していま

せん。 

 大会は高山市教育委員会・高山市体育協会の後

援を受け、大会役員さん・事務局さん・審判さん・

放送さん・グラウンド整備さん記録員等多くの

方々の支援協力をいただいて開催できるのです。 

 その伝統を受け継ぎ、ソフトボールを愛し楽し

んでいる人・チームを強化し県大会や全国大会を

目指している人など、多くの人達に参加していた

だけるように協会を維持発展させていきたいと思

います。 

「
紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体
」
グ
ラ 

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
競
技
に
３
人
出
場 

辻
眞
佐
男
さ
ん
（
八
二
）、
岩
島
ユ
キ

子
さ
ん
（
七
三
）、
諏
訪
葉
子
さ
ん
（
七

五
）
が
国
体
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
競

技
（
公
開
競
技
）
に
出
場
し
た
。 

世
界
柔
道
形
選
手
権 

「
柔
の
形
」
部
門
白
野
姉
妹
優
勝 

オ
ラ
ン
ダ
・
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
九

月
十
九
日
に
行
わ
れ
た
「
世
界
柔
道
形

選
手
権
」
の
「
柔
の
形
」
部
門
で
、
白

野
恵
さ
ん
（
二
九
）、
白
野
光
さ
ん
（
二

九
）
が
金
メ
ダ
ル
に
輝
い
た
。 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
全
日
本
社
会
人 

大
会
に
高
山
か
ら
３
人
が
出
場 

 

六
月
に
行
わ
れ
た
県
予
選
で
松
下
晃

久
さ
ん(

四
〇)

が
四
〇
歳
代
ダ
ブ
ル
ス

優
勝
、
シ
ン
グ
ル
２
位
、
西
尾
雅
志
さ

ん(

三
〇)

は
一
般
シ
ン
グ
ル
ス
で
ベ
ス

ト
８
、
橘
川
淳
さ
ん(

三
七)

は
三
〇
代
シ

ン
グ
ル
ス
で
３
位
と
な
り
全
国
切
符
を

手
に
し
た
。 

 

ご 

挨 

拶 

（
一
財
）
高
山
市
体
育
協
会 

会 

長 

和
仁 

紀
男 

 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
暮
れ
、
加
藤
会
長
が
突
然
ご
逝
去
さ
れ
、
協

会
内
に
大
き
な
衝
撃
が
走
り
ま
し
た
。
直
ち
に
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
不
肖
、
私
が
後
任
と
し
て
前

会
長
の
残
任
期
間
を
引
き
受
け
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
一
生
懸
命
相
務
め
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

私
は
、
ス
ポ
ー
ツ
大
好
き
人
間
で
す
。
昭
和
三
十
二
年
高
校
で
テ
ニ
ス
を
始
め
、
社
会
人
と
な
っ

て
も
続
け
、
今
日
ま
で
ラ
ケ
ッ
ト
を
握
っ
て
五
十
八
年
に
な
り
ま
す
。
今
、
高
齢
化
社
会
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
元
気
な
高
齢
者
は
た
く
さ
ん
お
見
え
に
な
り
ま
す
。
私
も
そ
の
一
人
で
す
。
ス
ポ
ー

ツ
を
生
活
の
一
部
と
し
て
取
り
入
れ
、
し
っ
か
り
足
腰
を
鍛
え
、
健
康
で
充
実
し
た
「
生
涯
現
役
」

は
皆
の
目
標
で
す
。 

高
山
市
体
育
協
会
は
昭
和
二
十
一
年
に
創
立
さ
れ
、
今
年
満
七
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
節
目

に
あ
た
り
、
老
い
も
若
き
も
、
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
し
、
健
康
で
明
る
い
市
民
生
活
を
め
ざ
し
て
、

体
育
協
会
も
情
報
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
変
ら
ぬ
ご
指
導
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

                                 

全
国
中
学
校
体
育
大
会
陸
上
競
技

百
ｍ
で
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
成
原

沙
羅
さ
ん
（
日
枝
中
三
）
は
本
大
会
に

出
場
し
、
六
位
入
賞
（
二
〇
〇
㍍
）
を

果
た
し
た
。 

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
で
は
、
「
飛
騨
選
抜

チ
ー
ム
」
の
中
か
ら
技
術
力
等
を
評
価

さ
れ
、
林
黎
さ
ん
（
東
山
中
三
）
と
西

平
陵
矢
（
東
山
中
三
）
が
出
場
し
た
。 

 

全
日
本
弓
道
遠
的
選
手
権
大
会 

坂
本
さ
ん
出
場 

十
月
十
六
日
～
十
八
日
に
東
京
の

全
日
本
弓
道
連
盟
中
央
道
場
で
行
わ

れ
た
、
第
六
十
六
回
全
日
本
弓
道
遠
的

選
手
権
大
会
に
、
県
代
表
と
し
て
坂
本

昌
彦
さ
ん
が
出
場
し
た
。 

  

県
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会  

男
女
優
勝 

十
一
月
七
日
に
行
わ
れ
た
「
県
中
学

校
駅
伝
競
走
大
会
」
に
お
い
て
、
男
子

は
中
山
中
、
女
子
は
日
枝
中
が
優
勝 

 

し
、
十
二
月
に
山
口
県
で
開
催
さ
れ
た
全

国
大
会
に
出
場
し
た
。
中
山
中
男
子
は
二

年
連
続
三
回
目
の
優
勝
、
日
枝
中
女
子
は

初
。 県

高
校
新
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会 

女
子
高
校
生
ペ
ア
が
県
優
勝 

十
一
月
十
五
日
に
行
わ
れ
た
「
県
高
校 

新
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
」
に
お
い
て
、 

北
瀬
晴
果
さ
ん
（
高
山
西
二
）
と
本
谷
か

す
み
さ
ん
（
高
山
西
二
）
の
ペ
ア
が
優
勝

し
、
一
月
の
東
海
大
会
へ
出
場
す
る
。
ま

た
、
十
一
月
二
十
日
よ
り
仙
台
市
で
開
催

さ
れ
た
「
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
グ
ラ
ン
プ
リ
」

に
も
県
代
表
と
し
て
出
場
し
た
。 

レ
ス
リ
ン
グ
大
学
選
手
権 

地
元
出
身
二
名
が
活
躍 

大
阪
府
で
開
催
さ
れ
た
「
全
日
本
大
学

選
手
権
」
に
お
い
て
、
日
枝
中
出
身
の
洞

口
幸
雄
さ
ん
（
早
稲
田
四
）
が
九
十
七
㎏ 

 

級
で
準
優
勝
、
松
倉
中
出
身
の
上
野
慎
太

郎
さ
ん
（
日
体
三
）
が
六
十
一
㎏
級
で
三

位
と
な
り
、
十
二
月
に
行
わ
れ
た
「
天
皇

杯
全
日
本
選
手
権
」
へ
の
出
場
を
し
た
。 

 

全
日
本
シ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手

権
大
会 

高
山
市
か
ら
四
名
出
場 

十
一
月
に
福
井
で
行
わ
れ
た
同
大
会
に

橘
川
淳
さ
ん
、
松
下
晃
久
さ
ん
、
下
屋 

仁
さ
ん
、
鈴
村
祥
史
さ
ん
が
出
場
し
た
。 

 

全
国
小
学
生
ク
ロ
カ
ン
大
会 

高
山
市
か
ら
四
名
出
場 

十
月
に
行
わ
れ
た
県
予
選
会
で
上
位

に
入
賞
し
た
石
本
勇
大
さ
ん
（
西
小
六
）、

瀬
木
彩
花
さ
ん
（
北
小
六
）、
玉
田
心
愛

さ
ん
（
丹
生
川
小
六
）
、
坂
上
瑠
渚
さ
ん

（
国
府
小
五
）
が
、
十
二
月
に
大
阪
府
で

開
催
さ
れ
た
「
全
日
本
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

ー
リ
レ
ー
」
研
修
大
会
に
出
場
し
た
。 

 

全
国
女
子
レ
ス
リ
ン
グ 

小
坂
さ
ん
優
勝 

十
月
十
一
日
、
静
岡
県
で
行
わ
れ
た

「
全
日
本
女
子
オ
ー
プ
ン
レ
ス
リ
ン
グ

選
手
権
」
で
中
学
四
十
四
㎏
級
に
お
い

て
、
小
坂
歩
未
さ
ん
（
日
枝
中
三
）
が

金
メ
ダ
ル
に
輝
い
た
。 

全
国
少
年
柔
道
大
会  

牛
丸
素
成
さ
ん
出
場 

高
山
道
場
に
所
属
す
る
牛
丸
素
成
さ

ん
（
西
小
六
）
は
、
六
月
の
県
大
会
六

年
生
の
部
で
二
位
と
な
り
、
東
京
都
の

講
道
館
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場

し
た
。 

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

カ
ッ
プ 

中
学
生
６
名
出
場 

九
月
に
行
わ
れ
た
陸
上
県
選
考
会
で

岩
島
公
太
さ
ん
（
中
山
中
一
・
一
五
〇

〇
㍍
）、
中
村
颯
祐
さ
ん
（
中
山
中
二
・

走
り
幅
跳
び
）、
直
井
亜
沙
斗
さ
ん
（
中

山
中
二
・
一
五
〇
〇
㍍
）
が
と
も
に
優

勝
し
出
場
権
を
得
た
。 

 

柔道との出会い
は？ 
 
柔道の魅力は？ 
 
 
 
指導で心掛けて
いることは？ 
 
 
 
今後の抱負は？ 

この人にこんにちは(22） 
岩塚亨吉さん 

 
今回は高山柔道協会少年指導委員長で、少年

（幼児～6年生）の指導者として活躍されてい

る岩塚亨吉さんを尋ねました。 
 

 小学生の頃は違う格闘技をしていましたが、 
中学に入り顧問の先生に誘われたのがきっか 
けです。 
自分より大きな相手と組んでその相手の力を 
利用して投げたとき。又、仲間と共に戦う団 
体戦、自分自身で戦う個人戦があるのが魅力 
です。 
子供達が柔道を好きになってくれる様に。 
試合で勝った時は嬉しい事ですが、たとえ負 
けても自分がやりきったと言える気持ち、負 
けた相手に対して敬う気持ちを持てる様、礼 
儀、柔道の基本を心掛けています。 
現状、柔道人口が減少しています。マスコミ 
等で危険なスポーツと言われていますが、基 
本動作と心がしっかりしていればとても素晴 
らしいスポーツです。さらに柔道の魅力を発 
信し普及していきたいです。 

 

 

▶ 
 
 
▶ 
 
 
 
▶ 
 
 
 
 
▶ 
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３ ２ 

第39回市民健康マラソン 第39回市民健康マラソン 高
山
市
民
駅
伝
大
会 

日
頃
は
高
校
野
球
の
発
展
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

七
月
に
行
わ
れ
た
第
九
十
七

回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権

岐
阜
大
会
に
お
い
て
、
斐
太
高
は

飛
騨
勢
初
の
決
勝
に
進
出
し
、
私

た
ち
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い

経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

飛
騨
地
区
の
高
校
野
球
（
硬
式

）
は
一
〇
〇
年
以
上
の
歴
史
が
あ

り
、
明
治
三
十
九
年
に
は
斐
太
高

校
が
東
海
五
県
の
大
会
に
出
場

し
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
、
昭
和

五
八
年
に
高
山
工
高
が
夏
の
大

会
で
地
区
初
の
ベ
ス
ト
４
に
進

出
し
そ
の
後
斐
太
高
、
益
田
清
風

（
当
時
益
田
）
高
も
ベ
ス
ト
４
進

出
を
果
た
し
て
い
ま
す
。 

と
は
い
え
、
地
区
で
力
の
あ
る

中
学
生
の
多
く
は
他
地
区
へ
進

学
し
、
飛
騨
に
残
ら
な
い
生
徒
も

い
ま
す
。
ま
た
、
土
地
柄
冬
期
は

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
雪
が
積
も
る
た

め 

三
～
四
ヶ
月
は
思
う
よ
う
な
練

習
も
で
き
ま
せ
ん
。
常
時
土
の

上
で
で
き
る
と
す
れ
ば
、
狭
い

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
中
く
ら
い

で
す
。
練
習
試
合
の
相
手
も
２

時
間
以
上
か
か
る
高
校
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。 

こ
の
よ
う
な
条
件
の
下
、
成

果
を
出
す
こ
と
は
容
易
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年
の
春

も
斐
太
高
は
地
区
予
選
で
敗
退

し
ま
し
た
。 

私
が
斐
太
高
に
赴
任
し
て
五

年
目
に
な
り
ま
す
が
、
日
頃
部

員
に
求
め
て
い
た
こ
と
は
、 

「
チ
ャ
ン
ス
で
も
ピ
ン
チ
で

も
一
喜
一
憂
せ
ず
、
淡
々
と
プ

レ
ー
す
る
こ
と
」 

「
日
頃
の
生
活
が
プ
レ
ー
に

表
れ
る
。
生
活
を
見
直
す
こ
と
」 

「
基
礎
・
基
本
を
大
切
に
す

る
こ
と
」
で
す
。 

二
年
前
の
チ
ー
ム
か
ら
、
こ

れ
ら
に
加
え
て
「
勝
つ
た
め
に

す
べ
き
こ
と
」
を
部
員
た
ち
の

中
か
ら
意
見
を
出
し
合
い
実
践

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
こ
と
が
実
を
結
び
、
ピ

ン
チ
で
も
慌
て
る
こ
と
な
く
、

平
常
心
を
持
っ
て
粘
り
強
い
野

球
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
夏
の
選
手
権
岐
阜
大
会
で

は
、
開
会
式
後
の
岐
阜
農
林
戦

で
の
逆
転
勝
利
を
皮
切
り
に
雨

中
の
準
々
決
勝
（
対
市
岐
商
）、

準
決
勝
（
対
県
岐
商
）
と
勝
利

し
、
初
の
決
勝
進
出
を
決
め
ま

し
た
。 

決
勝
当
日
、
ス
タ
ン
ド
を
見

る
と
、
ほ
ぼ
全
校
の
生
徒
・
職

員
、
保
護
者
、
Ｏ
Ｂ
、
地
元
の

方
々
と
驚
く
ほ
ど
の
盛
り
上
が

り
で
、
市
長
さ
ん
も
わ
ざ
わ
ざ 

激
励
に
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
地
元
で
は
Ｐ
Ｖ
も

設
置
さ
れ
、
試
合
中
に
は
大
会

初
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
外
野

ス
タ
ン
ド
開
放
も
あ
り
、
皆
さ

ん
の
声
援
に
パ
ワ
ー
を
い
た

だ
き
、
ま
た
感
激
も
し
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

決
勝
戦
で
は
岐
阜
城
北
高

に
力
及
び
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

「
飛
騨
か
ら
、
普
通
科
か
ら
甲

子
園
」
は
夢
で
は
な
い
こ
と
が

証
明
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
後
、
き
っ
と
こ
の
「
夢

」
が
実
現
さ
れ
る
よ
う
、
多
く

の
小
中
学
生
が
甲
子
園
を
夢

見
て
地
元
に
進
学
し
、
ま
た
、

中
山
公
園
野
球
場
が
選
手
権

岐
阜
大
会
の
会
場
に
復
活
し

て
飛
騨
地
区
の
高
校
野
球
が

栄
え
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み

ま
せ
ん
。 

   

 

第
十
一
回
高
山
市
民
駅
伝
大
会
が
十
月
二
十
五
日
に

宮
中
学
校
と
そ
の
周
辺
道
路
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

全
七
部
門
に
五
十
四
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
秋
の
臥
龍
路

に
タ
ス
キ
を
繋
ぎ
ま
し
た
。
上
位
成
績
と
区
間
賞
は
次
の

と
お
り
。 

小学生 3.４年生女子 

 

 

小学生 5.6 年生女子 

 

 

一般女子 

 

 

車イス 800ｍ 

 

 

実年男子 2 部 

 

小学生 3.４年生男子 

 

 

小学生 5.6 年生男子 

 

 

一般男子 

 

 

車イス（レバー式）400ｍ 

 

 

実年男子 1 部 

 

中学生女子 

 

 

高校女子 

 

 

青年男子 

 

 

壮年男子 

中学生男子 

 

 

高校男子 

 

1 田口莉子 新友陸上 
2 玉田心羽 丹生川陸上 
3 大谷うの   〃 
 
 
1 瀬木彩花 新友陸上 
2 川上莉桜   〃 
3 玉田心愛 丹生川陸上 

 
 
1 天野梨恵子 花梨鍼灸院 
2 丸野雅代  ㈱下本商会 
3 吉野舞華  ㈱ゆず保険 

 
 
1 大久保瑠偉 特別支援学校 
2 清水貴宏  ひだうりす苑 
 
 
 
1 朝田喜文 イーグルオート 
2 福士良一 
3 池田三太郎 

1 内木幹基 新友陸上 
2 洞口拓己   〃 
3 太西一晟   〃 
 
 
1 石本湧大 新友陸上 
2 宮前麿慧   〃 
3 大野拓真   〃 
 
 
1 赤木敏彦 
2 玉田利之 にゅうかわ RC  
3 櫻枝晋次 東罐高山㈱ 

 
 
1 藤本幸夫  
 
 
 
 
1 松本幸靖 新友陸上 
2 高野幸一 坂本土木㈱ 
3 花田義広 崇教真光 

1 野尻琴乃  日枝中学校 
2 清水ひより 中山中学校 
3 山本千浩  日枝中学校 
 
 
1 喜代志理沙 飛騨高山高校 
2 山本かれん   〃 
3 田中愛結    〃 
 
 
1 田畑公大 
2 古橋泰介 (有)七杜 
3 高橋勇太 高山税務署 
 
 
1 清水洋一 高山市役所 
2 岡野光知 高山市陸上クラブ  
3 池尾亮一 ニチイ学館 

1 堀川虹哉 中山中学校 
2 川原生寛    〃 
3 岩島共汰    〃 
 
 
1 不破佑太 飛騨高山高校 
2 永田一真    〃 
3 山村 肇    〃 
 

 

 

十
一
月
二
十
三
日
、
恒
例

の
市
民
健
康
マ
ラ
ソ
ン
が
、

中
山
公
園
陸
上
競
技
場
を
発

着
点
に
下
林
町
、
山
田
町
一

帯
道
路
を
使
用
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。 

心
配
さ
れ
た
雨
も
ど
こ
か

へ
、
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
の
な
か
参
加
１
２
９
５
名

の
各
ラ
ン
ナ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ

の
ペ
ー
ス
で
完
走
さ 

れ
ま
し
た
。 

競
技
マ
ラ
ソ
ン
の 

各
部
門
の
上
位
入
賞 

者
は
下
記
の
と
お
り
。 

【
小
学
生
男
子
】
①
新
友
陸
上
Ａ 

②
新
友

陸
上
Ｂ 

③
国
府
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
Ａ 

〔
区
間
賞
〕
１
区
＝ 

石
本
湧
大
・
２
区
＝

大
野
拓
真
・
３
区
＝
栗
本
遙
生
（
以
上
新
友

陸
上
Ａ
）
４
区
＝
菅
沼
歩
（
同
Ｂ
）
５
区
＝

宮
前
麿
慧
（
同
Ａ
） 

【
小
学
生
女
子
】
①
新
友
陸
上
Ａ 

②
国
府

ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
Ａ 

③
丹
生
川
陸
上
Ａ 

〔
区
間
賞
〕
１
区
＝
瀬
木
彩
花
（
新
友
陸
上

Ａ
）
２
区
＝
塩
田
桃
子
・
３
区
＝
大
坪
千
紗

（
以
上
国
府
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
Ａ
）
・
４
区
＝

田
口
莉
子
・
５
区
＝
川
上
莉
桜
（
以
上
新
友

陸
上
Ａ
） 

【
中
学
生
男
子
】
①
中
山
中
駅
伝
部 

②
宮

中
陸
上
部
Ａ 

③
東
山
中
陸
上
部 

〔
区
間
賞
〕
１
区
＝
川
原
生
寛
・
２
区
＝
上

林
樹
生
・
３
区
＝
中
田
滉
一
朗
・
４
区
＝
岩

島
昇
汰
（
以
上
中
山
中
）
５
区
＝
清
水
宝
（
宮
中
） 

【
中
学
生
女
子
】
①
日
枝
中
Ｌ
Ｄ
Ｔ 

②
中

山
中
駅
伝
部
Ａ 

③
東
山
中
陸
上
部 

 

〔
区
間
賞
〕
１
区
＝
野
尻
琴
乃
・
２
区
＝

山
本
千
浩
・
３
区
＝
滝
下
瑠
菜
（
以
上
日

枝
中
）
４
区
＝
稲
垣
美
来
・
５
区
＝
水
小

瀬
優
芽
（
以
上
中
山
中
） 

【
一
般
男
子
】
①
走
好
会 

②
柏
木
工 

③
に
ゅ
う
か
わ 

〔
区
間
賞
〕
１
区
＝
萱
垣
義
樹
（
柏
木
工
）

２
区
＝
廣
田
智
哉
・
３
区
＝
清
水
洋
一
・

４
区
＝
都
竹
一
磨
（
以
上
走
好
会
）
５
区

＝
谷
直
人
（
高
山
市
消
防
本
部
Ｂ
） 

【
一
般
女
子
】
①
京
乃
町 

②
Ｙ
Ｄ
Ｏ
☆ 

〔
区
間
賞
〕
１
区
＝
山
田
寿
代
（
京
乃
町
）

２
区
＝
坂
上
由
美
子
（
Ｙ
Ｄ
Ｏ
☆
）
３
区

＝
大
崎
真
理
（
京
乃
町
）
砂
田
富
士
子
（
Ｙ

Ｄ
Ｏ
☆
）
４
区
＝
花
本
身
江
子
（
Ｙ
Ｄ
Ｏ

☆
）
５
区
＝
天
野
梨
恵
子
（
京
乃
町
） 

【
ミ
ッ
ク
ス
】
①
崇
教
真
光
（
本
部
ア
ス

リ
ー
ト
倶
楽
部
） 

②
た
く
み
の
タ
マ
ゴ 

③
飛
騨
高
山
高
校
職
員 

〔
区
間
賞
〕
１
区
＝
岡
野
光
知
・
２
区
＝

西
本
悟
（
以
上
崇
教
真
光
）
３
区
＝
児
玉

奈
子
（
飛
騨
高
山
高
校
職
員
）
４
区
＝
福

士
良
一
（
た
く
み
の
タ
マ
ゴ
）
５
区
＝
花

田
義
広
（
崇
教
真
光
） 

 
 
 

平
成
二
十
八
年
度
に
向
け 

高
山
市
に
「
要
望
書
」
を
提
出 

新
設
に
つ
い
て
は
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
や
生
活
環
境
課
も
同

席
し
、
様
々
な
観
点
か
ら
協
議
す
る
な
ど
、
高
山
市
体
育

協
会
の
着
実
な
取
り
組
み
が
徐
々
に
浸
透
し
て
い
く
手
ご

た
え
を
感
じ
ま
し
た
。 

ま
た
、
そ
の
足
で
中
田
議
長
、
松
葉
副
議
長
に
も
面
談

し
、
心
強
い
お
言
葉
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

こ
う
し
た
要
望
活
動
は
、
時
間
を
か
け
粘
り
強
く
積
み

重
ね
て
い
く
こ
と
で
市
の
理
解
を
図
り
、
ス
ポ
ー
ツ
環
境

の
充
実
と
各
種
目
団
体
の
競
技
力
の
向
上
や
選
手
育
成
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。 

懇
談
は
限
ら
れ
た
時
間
で
し
た
が
、
最
後
に
高
山
市
体

育
協
会
の
要
望
に
対
し
真
摯
に
受
け
止
め
て
い
た
だ
い
た

お
礼
と
来
年
度
の
予
算
計
上
に
格
別
の
配
慮
を
頂
く
こ
と

を
強
く
要
望
し
ま
し
た
。 

 

高
山
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
と
発
展
を
図
る
た
め
、
高

山
市
体
育
協
会
は
、
各
種
目
団
体
か
ら
の
要
望
を
精
査
し
、
理

事
会
、
評
議
員
会
に
お
い
て
承
認
を
得
た
内
容
を
高
山
市
に
要

望
書
と
し
て
提
出
し
て
い
ま
す
。 

 

昨
年
度
は
、
そ
の
要
望
の
な
か
で
も 

 

①
サ
ッ
カ
ー
専
用
競
技
場
の
新
設
に
つ
い
て 

 

②
中
山
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
改
修
に
つ
い
て 

 

③
中
山
公
園
野
球
場
の
改
修
等
に
つ
い
て 

の
三
点
に
絞
り
込
み
、
そ
の
他
の
要
望
に
つ
い
て
も
要
望
書
に

盛
り
込
み
ま
し
た
。
四
月
に
は
そ
の
回
答
が
あ
り
、
①
サ
ッ
カ

ー
専
用
競
技
場
の
新
設
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
な
が
ら
実
施
を
検
討
す
る
。
②
中
山
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
改
修

に
つ
い
て
は
、
利
用
状
況
や
市
民
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
な
が
ら

実
施
を
検
討
す
る
。
③
中
山
公
園
野
球
場
の
改
修
等
に
つ
い
て

は
、
計
画
的
に
整
備
を
進
め
て
い
る
。
要
望
個
所
の
改
修
に
つ

い
て
は
今
後
検
討
す
る
。
と
い
う
内
容
で
し
た
。 

ま
た
、
悲
願
で
あ
っ
た
駐
車
場
の
増
設
、
拡
大
に
つ
い
て
は

ビ
ッ
グ
ア
リ
ー
ナ
裏
手
の
公
園
を
一
部
改
修
し
、
１
０
０
台
駐

車
可
能
な
駐
車
場
を
設
置
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
現
在 

改
修
工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
三
月
に
は
完
成
予
定
で
す
。 

 

さ
て
、
平
成
二
十
八
年
度
の
要
望
は
、
十
月
二
十
二
日
（
木
） 

に
六
名
の
ス
ポ
ー
ツ
議
員
団
と

の
懇
談
会
を
行
い
、
市
へ
の
要
望

に
対
す
る
支
援
等
に
つ
い
て
お

願
い
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
十

一
月
六
日(

金)

に
は
、
加
藤
会
長

を
は
じ
め
副
会
長
、
理
事
長
が
高

山
市
役
所
を
訪
問
し
、
西
倉
副
市

長
に
直
接
、
要
望
書
を
提
出
し
ま

し
た
。
サ
ッ
カ
ー
専
用
競
技
場
の 

 

 

 

 

今年度の高山市スポーツ少年団大会・交流会が12月6

日(日)にビッグアリーナで行われました。高山市内のスポ

ーツ少年団から約１３００名の団員が参加しました。午

前は優秀団員の表彰や体験発表、午後からは綱引きやド

ッジビーで交流し心地よい汗を流しました。 

最優秀団員表彰を受けられたのは次のみなさん。 

坂本琉嘉(高山ウイングスサッカ 

ー)牛丸素成・塚腰里紗子(高山  

柔道)中島杏実(高山陸上)竹原朝 

陽・小嶋咲月（高山スキー）熊 

崎美波・嶋田大幹(高山市空手道) 

坂下翔(高山山王サッカー)木元 

朝陽(高山東サッカー)竹原朝陽・ 

溝尻和奏(新友陸上)船坂加津己(高山南クラブ)前田龍希

(北アルファード)住田晟梧(三枝クラブ)田中春陽(山王ベ

アーズ)小邑丞太郎(新宮クラブ)田中悠登・林音葉(高山市

武道館)南蛍(高山花里サッカー)大嶋菜月・加藤晴希(花里

野球クラブ)新明淳(アッフェヒダスキー)堀優斗(新宮サッ

カー)小坂永太(高山卓球)野中康希(高山フルコン空手)今

井悠(一之宮クラブ)荒木翔吾(清見フレンズ)内木偉雄(丹

生川ニューリバーズ)永田公亮・玉田心愛（丹生川陸上）

立原晃良（久々野ファイターズ）津田和泉・榧森結女(国

府ジュニア陸上クラブ)下畑勇登(国府クラブ)駒屋健太(国

府サッカー)高原伸之輔(朝日ラッシーズ)向田有杜・桂川

綾菜（Ｍates）高松朔良(飛騨Ａrea Ｇirls FC Dream) 

 

 

 

 

 

飛
騨
か
ら
初
の
決
勝
進
出 

皆
さ
ん
の
応
援
に
感
謝
！ 

斐
太
高
校
野
球
部
監
督 

槙
本 
寛 

 

  

 

 

 

 


	56号　1・4ページ.pdf
	56号　2・3ページ



